














要約: 

1.過去 21 年間の当院出生約 5 万例のうち、先天異常例は 500 例で 1.0%にみられた。死産

例は 12-24 週、24 週以降で年平均各 14 例、16 例で、その 9%に奇形を認めた。 

超音波検査の普及で、無脳児などは早期に出生前診断され、人工娩出、死産児扱いとなり、

出生時における先天異常の頻度及び原因が変化する可能性が示唆された。 

2.1988-89 年出生の、先天異常 44 例の、2-3 歳における発達検査及び医療面のアンケート

を実施。.死亡例は 7 例(16%)と高率で、1 か月未満の早期死亡例と、数か月以降の死亡例

と二大別された。生存例では中枢神経奇形や、ダウン症の部を除くと、発達も正常かつ医

療面でのケアも各専門機関のフォローを受けて、おおむね、良好であった。 


